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エルサレムの第一神殿が崩壊したのは何年何月何日だと考え
らていますか？
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エルサレムの第一神殿（ソロモンの神殿）が崩壊したのは、紀元前586年のことと広く考えられています。
具体的な月日については、聖書や歴史的記録に基づいて以下のように推測されています。

聖書の記録  

エレミヤ書52章12-13節や列王記第二25章8-9節によれば、バビロン王ネブカドネザルの治世第19年の第5の
月（アブ月）7日目から10日目にかけて、神殿が焼き払われたと記されています。この「第5の月」は、ユダ
ヤ暦のアブ月（現在の7月後半から8月前半）に相当します。

エレミヤ書52:12（新改訳2017）

第五の月、その月の十日、──それはバビロンの王ネブカドネツァルの第十九年であった──バ
ビロンの王に仕える衛兵長ネブザルアダンがエルサレムに来た。

列王記第二25:8-9

第五の月、その月の七日──それはバビロンの王ネブカドネザルの第十九年であった──に、バ
ビロンの王の下僕である護衛長ネブザルアダンがエルサレムに来て、主の宮殿、王宮、その後エ
ルサレムのすべての家を焼き払い…。

西暦への換算  

ユダヤ暦で「第5の月」の7日目から10日目は、グレゴリオ暦では紀元前586年の7月29日から8月2日に相当
するとされています。

したがって、第一神殿の崩壊日は一般に、紀元前586年の7月または8月と考えられています。

注意点  

日付については資料によって微妙な違いがあり、ユダヤ暦の解釈や西暦換算の計算方法によって多少のずれ
が生じる場合があります。しかし、いずれにせよ紀元前586年の夏頃であることにはほぼ間違いありませ
ん。

必要であれば、この時期の歴史的背景や詳細もさらに解説できます！

AD70の第二神殿の陥落と似ている月日ですか？  
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はい、第一神殿の崩壊（紀元前586年）と第二神殿の陥落（AD70）は、いくつかの重要な点で非常に似た月
日で起こっています。この類似性は、多くのユダヤ人や聖書学者によって象徴的な意味があると考えられて
います。

第二神殿の崩壊 (AD70)  

歴史家ヨセフスの記録によると、ローマ軍によるエルサレム陥落と第二神殿の焼失は、ユダヤ暦のアブ月9
日（ティシャ・ベアヴ）に起こったとされています。この日付は、グレゴリオ暦では西暦70年の8月4日また
は5日に相当すると考えられます。

ヨセフス『ユダヤ戦記』では、ローマ軍がエルサレムを包囲し、激しい戦闘の末、ティトゥスの軍が神
殿を焼き払ったことが記されています。

第一神殿と第二神殿の崩壊の類似点  

1. 月日
第一神殿：アブ月の7日から10日（特に10日が強調される）。
第二神殿：アブ月の9日（ティシャ・ベアヴ）。 → 両方ともユダヤ暦のアブ月に崩壊していま
す。

2. 象徴的な意義
アブ月9日は、ユダヤ人にとって悲劇の日として特別な意味を持っています。この日は、第一神殿と第
二神殿の崩壊以外にも、いくつかの歴史的悲劇が起こったとされます（例：バル・コクバの乱の敗北、
ユダヤ人のスペイン追放令など）。

3. 神殿の焼失
両方の崩壊は外敵（バビロニアとローマ）による包囲戦の結果であり、神殿が炎に包まれる描写
が共通しています。

象徴的解釈  

第一神殿と第二神殿の崩壊が同じ月に起きたことは、ユダヤ教において深い神学的反省をもたらしていま
す。この繰り返される悲劇は、ユダヤ人の不忠や罪への神の裁きとして理解される一方で、神の救済計画の
中で重要な節目としても捉えられています。

この「悲しみの日」であるティシャ・ベアヴは、現在でもユダヤ人によって禁食や悔い改めの祈りを捧げる
日として守られています。

もし第一神殿と第二神殿の崩壊に関連する文学的または神学的意味についてさらに掘り下げたい場合、お知
らせください！

贖いの日、仮庵の祭り、まではまだ日数がありますね？  
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はい、その通りです！贖いの日（ヨム・キプル）と仮庵の祭り（スコット）は、ユダヤ暦においてアブ月
（ティシャ・ベアヴがある月）の後、さらに日数を経てからやって来ます。第一神殿と第二神殿の崩壊がア
ブ月に起こったことを考えると、これらの秋の祭りまではまだ時間があります。

ユダヤ暦における流れ  



アブ月（ティシャ・ベアヴ）
アブ月9日：第一神殿と第二神殿の崩壊（紀元前586年、AD70）。悲しみと断食の日。
エルル月
ティシャ・ベアヴの後はエルル月に移ります。この月は悔い改めと霊的準備の期間とされています。特
に、ユダヤ人にとって新年祭（ラシュ・ハシャナ）と贖いの日（ヨム・キプル）を迎えるための心の準
備が行われます。
ティシュリー月
秋の主要な祭りがティシュリー月に集中しています：

1. ラシュ・ハシャナ（新年祭）：ティシュリー月の1日と2日。
2. ヨム・キプル（贖いの日）：ティシュリー月の10日。
3. スコット（仮庵の祭り）：ティシュリー月の15日から22日。

日数の目安  

アブ月9日からティシュリー月10日（贖いの日）
約60日間（2か月弱）。
アブ月9日からティシュリー月15日（仮庵の祭り）
約65～70日間。

神学的なつながり  

ティシャ・ベアヴ（神殿の崩壊の日）が悔い改めを呼びかける悲しみの日と位置づけられているのに対し、
贖いの日（ヨム・キプル）は罪の赦しと清めの日として、それに続く仮庵の祭り（スコット）は神の臨在と
喜びを祝う日です。この流れは、悲しみから悔い改め、そして赦しと喜びへというスピリチュアルな道筋を
象徴していると理解できます。

このように考えると、アブ月の出来事は秋の祭りに向けた「心の準備期間」として重要な役割を果たしてい
るとも言えるでしょう。

もし、これらの祭りの具体的な儀式や霊的意義についてさらに詳しく知りたい場合はお知らせください！

AD70のティシュリー月のころにはどんな状態でしたか？  
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AD70年のティシュリー月（ユダヤ暦の7番目の月、秋の祭りが集中する月）の頃、エルサレムとその周辺は
壊滅的な状況にありました。ローマ軍による包囲戦が最高潮に達し、エルサレムのほとんどが破壊された直
後だったため、この時期のユダヤ人社会は非常に厳しい状況に直面していました。以下、その背景とティ
シュリー月の時期の状況について詳しく説明します。

ローマによるエルサレム陥落の経緯  

ティシャ・ベアヴ（アブ月9日）
ローマ軍（ティトゥス将軍率いる）がエルサレムを包囲し、激しい戦闘の末に神殿を炎上させました。
この日はAD70年のアブ月9日に相当し、エルサレムの宗教的・政治的中心である第二神殿が破壊されま
した。



アブ月からエルル月へ
神殿の焼失後もエルサレム市内では激しい戦闘が続き、多くの住民がローマ軍に抵抗しました。しか
し、飢餓と病気が蔓延し、もはや抗戦の余力がなくなっていました。

ティシュリー月の状況  

ティシュリー月（秋、グレゴリオ暦では9月または10月頃）の頃、エルサレムは完全に陥落し、次のような
状況になっていたと考えられます：

1. エルサレムの完全な破壊
神殿だけでなく、市内の建物や壁もほとんどが破壊されました。
ローマ軍は神殿の石を一つ残らず崩し（マタイ24:2のイエスの予言を思い起こさせます）、エル
サレム全体を焼き払いました。

2. 住民の状況
多くの住民が殺害され、残った者の多くは奴隷としてローマ帝国各地に連れ去られました。
ヨセフスによれば、包囲戦で殺されたユダヤ人の数は110万人にも上ったとされます（『ユダヤ戦
記』6.9.3）。

3. ローマの勝利の記念
ティシュリー月の頃、ローマ軍は勝利を祝うための儀式を行っていた可能性があります。
ヨセフスは、エルサレム陥落後にローマ軍が「神々と皇帝に感謝の捧げものをした」と記録して
います。

4. 秋の祭りが行えない
本来ならティシュリー月はユダヤ人にとって最も重要な祭りの月で、ラシュ・ハシャナ（新年
祭）、ヨム・キプル（贖いの日）、スコット（仮庵の祭り）が行われる時期ですが、この年は祭
りどころではありませんでした。
特にスコットは神殿での礼拝と密接に関連しており、神殿の破壊により祭りの中心を失っていま
した。

象徴的な意味  

ティシュリー月は、ユダヤ暦において「神との和解」と「収穫の喜び」を祝う月ですが、AD70年のティシュ
リー月はその対極にありました。神殿崩壊という未曾有の悲劇の直後に訪れたこの月は、和解の断絶や収穫
の喪失を象徴するものとなりました。

ヨム・キプル（贖いの日）の時期には、罪の赦しを祈るどころか、多くのユダヤ人が命を失うか奴隷と
なり、国としての贖いを経験できる状況ではありませんでした。
スコット（仮庵の祭り）は、神の臨在と守りを祝う祭りですが、この年はエルサレムそのものが神の守
りを失ったかのように見えました。

まとめ  



AD70年のティシュリー月は、ユダヤ人にとって最大の悲劇を象徴する時期でした。第二神殿の崩壊によ
り、ユダヤ人の宗教生活は根本的に変わり、祭りの実施も不可能になりました。この時期を境に、神殿のな
いユダヤ教（ラビ的ユダヤ教）への移行が始まりました。

もし、この悲劇の神学的意義や新約聖書の視点での解釈についてさらに掘り下げたい場合は、お知らせくだ
さい！

 

神殿が無い最初の祭り（の時期）だったということですね。
旧約時代の礼拝制度の終わりですね。
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まさにその通りです！AD70年のティシュリー月は、神殿がない状態で迎えた最初の祭りの時期であり、旧
約時代の礼拝制度が終焉を迎えた象徴的な出来事でした。これはユダヤ教、そしてキリスト教にとっても深
い神学的意義を持つ出来事と言えます。

神殿の崩壊と旧約時代の礼拝制度の終わり  

旧約聖書における礼拝制度は、神殿を中心に構築されていました。神殿はユダヤ人にとって次のような役割
を果たしていました：

1. 神の臨在の象徴
神殿の至聖所は、神の臨在が宿る場所とされ、民はここで神に出会うと信じていました（出エジ
プト記25:22）。
神殿崩壊は、物理的な意味だけでなく、神との交わりの断絶を象徴しました。

2. 犠牲制度の中心
ヨム・キプル（贖いの日）では、大祭司が至聖所に入り、民全体の罪を贖う儀式が行われました
（レビ記16章）。
神殿が破壊されたことで、この犠牲制度は完全に停止しました。

3. 祭りの中心地
ラシュ・ハシャナ、ヨム・キプル、スコットなど、すべての主要な祭りは神殿での礼拝を中心に
行われていました。
神殿崩壊により、これらの祭りの本質的な意味が変わることを余儀なくされました。

旧約の礼拝制度の終焉と新しい始まり  

AD70年の神殿崩壊は、単なる歴史的事件ではなく、神の救済史における重要な転換点と見ることができま
す。

1. 旧約の預言の成就  



ダニエル書9:26では、メシアの到来後に「町と聖所が破壊される」と預言されています。この預言は
AD70年の神殿崩壊で成就したと解釈されることがあります。
イエス自身も、神殿の崩壊を予言しています（マタイ24:2）。

2. 犠牲制度の終わり  

ヘブル人への手紙は、イエス・キリストの十字架が究極の犠牲であり、旧約の犠牲制度を完全に成就し
たと教えています（ヘブル9:11-14, 10:10-14）。
神殿崩壊は、動物犠牲を中心とした旧約の礼拝制度が不要となったことを象徴しています。

3. 新しい礼拝の形  

イエスはサマリアの女性との対話で、「父を礼拝する者は、霊と真理によって礼拝する時が来る」と述
べました（ヨハネ4:23-24）。これは、神殿を中心としない礼拝を予告するものです。
神殿崩壊後、ユダヤ人はシナゴーグ（会堂）を礼拝の中心とする形に移行しました。一方、キリスト教
会はイエスを通して直接神に近づく「新しい契約」の礼拝を行うようになりました。

神殿崩壊の神学的意義  

裁きと警告
神殿崩壊は、ユダヤ人の不従順と偶像崇拝に対する裁きであると同時に、神のさらなる計画への警告と
も解釈されます。
新しい契約への移行
イエスの十字架と復活を通じて、旧約の契約が成就し、新しい契約が始まりました。これにより、物理
的な神殿の代わりに、信者の集まり（教会）が「神の宮」と呼ばれるようになります（1コリント3:16-
17）。

まとめ  

AD70年のティシュリー月は、ユダヤ教の礼拝制度の終焉を象徴すると同時に、霊と真理による新しい礼拝
の時代への移行を指し示すものでした。これは、神の救済史の中で極めて重要な節目と見ることができま
す。

もしこの転換期における新約聖書の教えや、旧約と新約の関係についてさらに深く探求したい場合は、ぜひ
お知らせください！

 

新約聖書の記述は、基本的には、まず、この新しい時代の到
来に向けての書物ですね。
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その通りです！新約聖書は、旧約聖書の成就と、新しい時代の到来を示す書物として書かれています。この
新しい時代とは、イエス・キリストを中心とした「新しい契約」の時代であり、神の救済計画がイエスの十
字架と復活を通して完成しつつあることを明確にしています。



新約聖書の基本的なテーマ  

新約聖書は、旧約聖書に基づきながらも、以下のようなテーマを中心に展開されています：

1. メシアの到来  

イエスは旧約で約束されたメシア（救い主）であり、神の国をもたらす者として描かれています（マタ
イ1:22-23、ルカ4:18-21）。
福音書では、イエスの生涯、教え、奇跡、死、復活を通じて、旧約の預言がどのように成就したかが詳
細に述べられています。

2. 新しい契約  

新約聖書という名称自体、「新しい契約」を意味しています。この契約は、旧約における律法と動物犠
牲ではなく、イエスの血による永遠の贖いに基づいています（エレミヤ31:31-34、ルカ22:20、ヘブル
9:15）。
この新しい契約は、神との個人的な関係が可能になる時代を示しています。

3. 神殿から教会へ  

イエスは「神殿」そのものの役割を担う存在として描かれています（ヨハネ2:19-21）。彼の死後、信
者たちは聖霊を通じて「生ける神の宮」とされます（1コリント3:16-17、エペソ2:21-22）。
地理的な神殿ではなく、キリストを中心とした信仰共同体（教会）が神の臨在の場となります。

4. 全世界への福音の拡大  

イエスの復活後、弟子たちは世界中に福音を広める使命を与えられました（マタイ28:19-20、使徒
1:8）。
新しい時代は、ユダヤ人だけでなく異邦人（非ユダヤ人）も神の救いに招かれる普遍的な時代です
（ローマ11:11-12、エペソ3:6）。

5. 聖霊の時代  

使徒行伝に記録されているペンテコステ（聖霊降臨）は、旧約で約束された神の霊が人々に注がれる新
しい時代の幕開けです（ヨエル書2:28-29、使徒2:17-21）。
聖霊は、信者を力づけ、導き、キリストの体である教会を成長させる役割を果たします。

新しい時代への移行  

旧約の終焉と成就  

イエスは「律法や預言者を廃止するためではなく、成就するために来た」と語っています（マタイ
5:17）。
旧約の律法は、イエスの十字架の犠牲を通して完成され、もはや外面的な儀式ではなく、内面的な心の
律法として適用されるようになります（ローマ7:6、ヘブル8:10）。



新しい創造  

新約聖書の最後、ヨハネの黙示録では、完全な新しい時代として「新天新地」が描かれています（黙示
録21:1-4）。これは、神の完全な支配と人間との回復された交わりを象徴しています。

新約聖書の目的  

1. 旧約の救済史の完成を示す
新約は、旧約の律法、預言、契約、祭りがどのようにキリストによって成就したかを示します。

2. 新しい時代の方向性を提示する
これには、キリストを信じる者たちがどのように神の国の民として生きるべきかが含まれます。

3. 希望のメッセージを伝える
イエスを通じた救いの完成と、将来の栄光ある新しい創造の到来を約束します。

まとめ  

新約聖書は、「新しい時代」の到来を告げるとともに、イエスを中心とした神の救済計画がどのように実現
されるかを示す書物です。旧約から続く物語を完成させつつ、新しい契約と霊的礼拝の時代に向けた希望と
使命を私たちに伝えています。

さらに詳しい箇所や具体的なテーマについての質問があれば、ぜひ教えてください！

 

そう考えるとAD70の神殿崩壊は、キリスト教教会への過渡期
の期間が終わって、いよいよ新しいスタートの時ですから、
キリスト教の暦として記念されても良いはずなのに、なぜ無
いのでしょう？
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これは非常に興味深い問いです！AD70年のエルサレム神殿崩壊は、旧約の礼拝制度の終焉とキリスト教教
会への移行を象徴する大きな出来事ですが、キリスト教の暦において特別に記念されることがない理由に
は、いくつかの歴史的、神学的な要因が考えられます。

1. 神殿崩壊の意味の捉え方の違い  

キリスト教会では、神殿崩壊を直接的に「祝い」や「記念」として取り上げるよりも、キリストの十字架と
復活の出来事を中心に据えています。なぜなら：

十字架が中心的な成就
新約聖書において、旧約の犠牲制度や律法は、イエスの十字架によって成就したとされています（ヘブ
ル9:11-14）。したがって、キリスト教の救済史の転換点は、神殿崩壊そのものではなく、イエスの贖
いの業に置かれています。



神殿崩壊は裁きとして見られた
神殿崩壊は、イエスが予言した神の裁き（マタイ24:1-2、ルカ21:6）と理解されました。これは、ユダ
ヤの宗教指導者たちや民がイエスを拒絶した結果としての裁きであり、祝うべきものではなく、むしろ
悔い改めを促す警告として捉えられました。

2. 初期教会の立場  

初期のキリスト教徒たちは、AD70年以前からすでに神殿中心の礼拝から離れていたため、神殿崩壊を教会
の大きな転換点とは見なさなかった可能性があります。

キリストが「新しい神殿」
ヨハネ2:19-21では、イエスがご自身を「新しい神殿」として宣言しています。初期のクリスチャンに
とっては、エルサレム神殿の存在が信仰の中心ではなく、イエスご自身が礼拝の中心でした。
教会はすでに「新しい民」
ペンテコステ（聖霊降臨、使徒2章）の時点で、教会はすでに聖霊によって「新しい契約の民」として
成立していました。神殿崩壊はその流れを加速させたものの、教会が神の民として独立するための必要
条件ではありませんでした。

3. ユダヤ人との関係への配慮  

AD70年の神殿崩壊は、ユダヤ人にとって大きな悲劇であり、ティシャ・ベアヴとして記憶され続けていま
す。キリスト教徒がこれを記念することで、ユダヤ人との関係に悪影響を及ぼす可能性があったため、教会
として公式に取り上げることは控えられたと考えられます。

ユダヤ人への福音伝道のため
パウロがローマ書11章で述べているように、初期教会はユダヤ人の救いを祈り、望んでいました。神殿
崩壊を「祝う」形になると、ユダヤ人に対する敵対的なメッセージとして受け取られる可能性がありま
した。
迫害と分離の時期
初期のキリスト教徒は、ローマ帝国やユダヤ教の両方から迫害を受けていました。その中で、神殿崩壊
を強調することは、キリスト教徒の立場をより危険にする可能性もあったでしょう。

4. 霊的視点の優先  

キリスト教は、地理的・物理的な神殿に依存しない「霊と真理による礼拝」（ヨハネ4:23-24）を強調しま
す。そのため、神殿崩壊という歴史的出来事よりも、以下のような霊的な出来事を記念することに重きを置
いています：

復活祭（イースター）
イエスの復活は、死に打ち勝ち、永遠の命の希望をもたらす中心的な出来事です。
ペンテコステ
聖霊降臨は、教会が公に成立し、福音が全世界に広がる始まりを象徴しています。

5. 神殿崩壊の記念が間接的に残っている可能性  



神殿崩壊そのものを記念することはしていませんが、AD70年の神殿崩壊を象徴的に想起する要素は、以下
の形で間接的に残っていると考えられます：

聖餐式
聖餐は、旧約の犠牲制度の成就と新しい契約を象徴します。これにより、神殿での動物犠牲が不要と
なったことを暗に示しています。
キリストの体としての教会
教会が新しい「神殿」とされること（1コリント3:16-17）は、神殿崩壊を受けた神学的解釈の継続と見
なすことができます。

結論  

AD70年の神殿崩壊は、旧約の終焉と新約の始まりを象徴する重要な出来事でしたが、キリスト教の暦で特
別に記念されない理由は、焦点がイエス・キリストご自身の成就にあるからです。また、神殿崩壊を「裁
き」として見る視点や、ユダヤ人との関係への配慮も影響しています。

この出来事を記念することの意義を改めて考えることで、初期教会や現代教会の神学的姿勢を再評価するこ
とができるかもしれません。さらに掘り下げたいテーマがあれば、ぜひお知らせください！

 

福音書がイエス・キリストご自身の成就であると同時に、黙
示録もイエス・キリストご自身のさばきであることを忘れて
しまったのかもしれません。
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鋭い洞察ですね！おっしゃる通り、福音書がイエス・キリストの成就を中心に描いている一方で、黙示録は
イエス・キリストの裁きの側面を明確に示しています。キリスト教会がAD70年の神殿崩壊を記念しない理
由の一つとして、こうした黙示録的視点を軽視してしまった可能性もあるでしょう。

黙示録の視点：イエス・キリストの裁き  

ヨハネの黙示録は、福音書とは異なり、イエス・キリストを「裁く王」としての姿を強調しています。

1. 「イエス・キリストの黙示」
黙示録1:1は、これが「イエス・キリストの黙示（アポカリュプシス）」であると宣言していま
す。
この書は、イエスの再臨と神の最終的な裁きが中心テーマであり、イエスの権威が裁き主として
強調されています（黙示録19:11-16）。

2. 神殿崩壊の象徴
黙示録の記述（特に黙示録11章の「神殿」や「二人の証人」）は、AD70年のエルサレム神殿の崩
壊と結びつけて解釈されることがあります。
この崩壊は、イエスが語られた裁きの成就であり、黙示録の裁きのビジョンと並行する出来事と
して見ることができます。



3. 「神の怒りの日」
黙示録の中で繰り返される裁きの描写（封印、ラッパ、鉢）は、旧約の神の裁きの延長線上にあ
りつつ、キリストを通じた最終的な裁きを象徴します。
イエスが予言した神殿崩壊（マタイ24:1-2）は、神の怒りの一部として見られることがあります。

AD70年と黙示録的視点の関連  

AD70年の神殿崩壊は、イエスが地上で予言された裁きが歴史的に実現した例と考えられます。

1. イエスの裁きの成就
マタイ24章やルカ21章でイエスが神殿崩壊を予言され、それが実現したことは、黙示録に記され
たイエスの再臨と最終的な裁きの前触れとも言えるでしょう。
これにより、神の救済史の中で「裁き」が現実的な側面を持つことが示されました。

2. 黙示録の象徴的解釈
一部の解釈では、黙示録の裁きの出来事は歴史的なエルサレム神殿崩壊を背景に描かれていると
されています（いわゆる「部分的プレテリズム」）。
例えば、黙示録18章で描かれる「バビロン」の滅亡は、エルサレムの滅亡と重ね合わせられるこ
とがあります。

黙示録的視点を忘れる危険性  

キリスト教の中で黙示録が時に軽視されがちな理由には、次のような要因があるかもしれません：

1. 裁きの不快感
福音書の「救い」と「恵み」に比べ、黙示録の「裁き」と「怒り」は、現代の価値観にそぐわな
いと感じられることがあります。
その結果、裁きのメッセージが薄められ、神殿崩壊のような裁きの出来事が記憶されにくくなっ
た可能性があります。

2. 再臨の期待の変化
初期教会では再臨が近いと信じられていましたが、時間が経つにつれその期待が薄まり、黙示録
的視点が日常の信仰生活で重要視されなくなったことも影響しているでしょう。

3. 過渡期の歴史的視点の喪失
神殿崩壊は、旧約から新約への移行を象徴する歴史的な出来事ですが、教会がそれを象徴的に思
い出すことが減ったため、新しい時代への移行が意識されにくくなった可能性があります。

裁きと恵みのバランス  

イエス・キリストは、救い主であると同時に裁き主でもあります。このバランスを理解することが、福音書
と黙示録の両方を正しく読む鍵となります。



福音書：イエスの恵みと救い
イエスの生涯と十字架は、神の無限の愛と赦しを示しています。
黙示録：イエスの義と裁き
再臨のイエスは、神の正義をもたらし、すべての悪を裁くお方として描かれています。

結論：黙示録的視点の回復  

AD70年の神殿崩壊は、黙示録の裁きのテーマを先取りする出来事として記憶されるべきです。教会がこの出
来事を特別に記念しないのは、歴史的背景や神学的理由によるものですが、裁き主であるイエス・キリスト
の側面を黙示録を通して忘れないことが重要です。

もしこのテーマをさらに掘り下げたい場合、黙示録の具体的な箇所や解釈についてもご一緒に探求できま
す！

 

「裁き主であるイエス・キリストの側面を黙示録を通して忘
れないことが重要です」アーメン
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アーメン！その通りです。イエス・キリストが「救い主」であると同時に「裁き主」であることを理解し、
黙示録を通してこのバランスをしっかりと捉えることは、信仰を深める上で重要な鍵となります。

黙示録の中心メッセージは、イエスが全宇宙の主権を握っておられること、そして最終的な勝利が確実であ
るという希望です。裁きの側面は厳粛ですが、それは神の義と真実を表し、また、最終的にはすべての悪が
取り除かれることで神の国が完全に実現するためのステップでもあります。

黙示録19:11では、イエスが「真実で正しい裁きを行う方」として描かれています。そして、その裁きは決し
て盲目的ではなく、神の愛と正義に基づくものです。こうした理解は、私たちが黙示録を読む際に、希望と
同時に畏れと敬虔な心を持つ助けとなります。

もし、この視点をさらに深めるために黙示録の具体的な箇所やテーマについて一緒に考えたいことがあれ
ば、ぜひお声がけください。主の平安と導きが豊かにありますように！
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